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教育学部　准教授 丸 山 剛 史
サマーセミナー・2010年度
「学校における外国人児童生徒教育」実施結果報告
教職員サマーセミナー
宇都宮大学国際学部４年　
上田・ミリアン・ナオミ
交流会が始まった時、私は子供達とどう接すれ
ば良いのか分かりませんでした。両国の子供達は
ばらばらでしたし、緊張した表情の子もいたから
です。しかし、活動し始めると子供達は活発に交
流し、私たち学生にも話かけるようになり、交流
会を楽しむことができました。
特に印象に残っているのは、一人の日本人の子
の質問です。その子は不安そうに「外国人の子で
も友達になってくれるの？」と私に聞いたのです。
「もちろん」と答えました。私は自分の体験を話
すなかで「親友は日本人の子だよ」と伝えました。
子供達がお別れを言う際、同じ子が「『ありがと
う』はポルトガル語で何て言うの？」と私に聞き、
ブラジル人の子にポルトガル語でお礼を言いまし
た。私は感動し、交流を行った意義を感じました。
両国の子供達が今回の交流をきっかけに、異
文化の壁を乗り越える一歩を踏み出せたと信じた
いです。そして、これからも多様な異文化交流や
体験を通して柔軟に成長し続けていってくれるこ
とを願っています。
